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自律学習・協働学習のための ICT

1 . はじめに

コンピューターを利用した学習支援は、その歴史

においてさまざまな理論的背最やキーワードが注目

され、これまでに多様な編纂を遂げている。

行動主義による学習では、技能や知識の習得を目

指し、繰り返し問題を解くこと、反復練習をするこ

と、 ドリルに取り組むことを実践するための教材が

作られてきた。

認知主義による学習では、 学習意欲や理解を育て

ることを目指し、個々の知識を統合的に利用できる

知識の構造化が試みられてきた。

近年、 ICTを利用した学習支援を取り巻くキーワ

ードとしては、自律学習や協働学習ということばが

よく用いられている。

自律学習とは、 学習者が一人で機械相手に学ぶこ

とではない。「学習者が自分自身のために、自らの知

識や能力を構築しようとして、グループ、教師、そ

の他のリソースと協力し、交渉しながら行う学習を、

自分自身の手で管理すること」と定義されている。

学習者の内発的な力を利用し、 真の学習を促し、 「学

ぶことを学ぶ」姿勢を身につけることを目指してい

る。

協働学習は、大学教育全般において注目されてい

る。従来型の教員による一方向的な講義形式の教育

とは異なり、 学習者の能動的な参加を取り入れ、グ

ループが協力して学習に取り組む学習法である。学

習者が能動的に学習に取り組むことによって、認知

的、倫理的、社会的能力、教養、知識、経験を含め

た汎用的能力の育成を固ることが可能となる。発見

学習、問超解決学習、体験学習、調査学習等が含ま

れるが、教室内でのグループ ・ディスカッション、

デイベート、グループ・ワーク等も有効な協働学習

の形態である。

ここでは、最近の ICTを利用した学習支援の動向

について、自律学習、協働学習をキーワードに、さ

まざまな学習ツールや機器を利用していく講義展開

宍戸真（東京電機大学情報環境学部）

の変化と、それらの応用を紹介する。

2. コースウエアを中心とした E-Learningからの発

展

21世紀初頭は、 ICTを利用した語学教育の黎明期

であり、コースウエアが多く開発され、発売された。

2005年9月に発売された EffectiveReadingは、コー

スウエアとして初めて作成された E-Learning教材で、

90分の講義を教科書と PCを併用することで一斉学

習、個別学習を効果的に組み合わせ展開するもので

あった。PCと教科書のそれぞれの特性を活かし、ゲ

ーム感覚で楽しみながら英文読解能力を向上させる

ことを目指したものである。その後コースウエアと

呼ぶことができる E-Learning教材はその他にも（株）

成美堂をはじめ、いろいろな出版社からも販売され、

TOEIC練習などを中心に多くの教材が利用できる

ようになった。

しかし、この間に ICTを利用した教育を取り巻く

環境は大いに変化してきている。ハードウエア面で

は、 PC本体の低価格化、小型軽量化、 CPUの高速

化、ノートからウルトラブックヘの進化、スマート

フォン・タブレット PCの誕生、インフラ面では、

インターネットのブロードバンド化、高速化、モバ

イルルーターによる屋外接続、 学内Wi-Fi環境の整

備、ソフト面では、英語学習に利用できる多くのウ

ェブサイトやアプリが登場している。教室環境も、

Bring Your Own Deviceの考えへと移行し、 CALL教

室から ActiveLearning教室や LeamingCommonsを

利用した自律学習 ・協働学習へと進化している。

3. 自律学習

自律学習とは、 学習者が教師に頼らず、自らの判

断で、教材、 学習時間、 学習方法などを選択して行

う学習である。必ずしも教師と孤立して行う学習と

いうわけではなく、さまざまな学習の過程で教師の
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助言を受けて進めることもある。英語学習において

は、教室内での教師を中心とした学習の他に、自律

学習によってどれだけ自主的な学習が展開されるか

が、英語能力の習得、向上に欠かせないものであろ
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4 . English Hero 

ここでは、自律学習の支援に役立つツールとして、

Texthelp社が提供する英語学習向けの EnglishHero 

を紹介する。

English Heroは、さまざまな機能を組み合わせ、

英語の自律学習を支援する仕組みである。大まかに、

英文読解に役立つ機能と英文作成に役立つ機能の 2

つに大分される。

英文読解に役立つ機能としては、 Speak機能と呼

ばれる、自動音声による文章の読み上げ、読み上げ

音声の作成がある。Wordで作成したファイルやPDF、

ウェブサイトなど、文字情報であればどのようなも

のにも利用できるツールである。図 lにあるように、

カラオケの文字表示のように、読み上げる一文を黄

色くハイライトし、発音している文字が青く移動し

ながら、人口の音声で読み上げる。音声に合わせ発

音することで、シャ ドーイ ングなどの音読練習に適

している。また、読み上げた音声はファイル化して

保存できるので、画面を見ないで音声だけを聞き、
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固 1 Speakの例

その他の機能としては、指定した単語を発音して

くれる PronunciationTutorがある（凶 2)。文書内の

特定の単語を選ぶことで、知らない単語や発音の難

しい単語の正しい発音を聞き、発話する練習に役立

つ。また発音が似ている語の検索や、マーキングな

どの便利な機能も備えている。
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固2 Pronunciation Tutorの例

Picture Dictionary (図 3) は、イラストを用いて単

語の意味をわかりやすく示す。動詞の意味を示す際

には、イラストが動くなどのエ夫もあり、理解の一

助となる。
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図3 Picture Dictionaryの例

Verb Checker (図 4)は、動詞の時制に違いを説明

する。具体的に時計のイラストを利用し、時間の達

いの概念を動的に示すことで、時制を理解するため

のわかりやすい説明を提供している。
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凶 4 Verb Checkerの例 l

また、 VerbChecker (固 5)は、時制の違いを示す

だけでなく、動詞の原形、過去形、過去分詞形を一

覧で示し、正しい語形変化を確認することもできる。

この機能は、英文を読む際ばかりでなく、作文をす

る際にも役立つ。
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固5 Verb Checkerの例 2

English Heroには、その他英文作成の支援を行う

スペルチェッカーや用例チェック、類義語、同意語

を示す機能などもある。学習者が自ら英語学習に取

り組む際に必要と思われるさまざまな機能が備わっ

ており、英語学習にたいへん役立つツールである。

今後さらなる有効利用の方法が考え出されることが

期待される製品である。

5 . English Heroを利用した有益性の実証実験

自律学習に有益と思われる EnglishHeroが実際に

英語学習において役立つかどうか、実証する試みと

して、ナック・イメージテクノロジ一社の視線計測

装置EMR-9を利用し、 EnglishHeroのSpeak機能を

利用した際の英文読解時の学習者の視線動向を計測、

分析した。

固6は、視線計測実験の様子を示したものである。

MS-Wordで画面上に表示された英文を、 Speak機能

を利用し読み上げている際に、被験者の視線動向を

測定した。

固6 視線計測実験の様子

実験では、英語習熟度の高い上位者のグループと

習熟度の低い下位者のグループとの 2組に分け、

PDFで画面に表示した英文を被験者が独自のペース

で読んだ場合と、 Speak機能を利用して読み上げら

れる英文を読んだ場合とを比較した。
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固 7 EMR-9による視線動向分析の例

上位者、下位者ともに視線が戻る regressionの回

数（図 8) が減少し、返り読みをしないで英語の語

順で読み進むことが多くなった。これは、日本人特

有の英文を日本語に訳しながら読み進む、いわゆる

内的翻訳の脱却に役立つものと思われる。
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゜ 上位者 下位者

■PDF■EH 

図 8 被験者の返り読みの回数比較

さらには、 Speak機能を利用することで視線の停

止点間の幅（図 9)も広くなり、 1語 l語読み進むの

ではなく、数語ずつ読み進むようになることもわか

る。

6
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2

 

5.686 

゜ 上位者 下位者

■PDF■EH 

図 9 停留点間の幅の比較

自律学習にはさまざまなレベルがあるが、東京電

機大学情報環境学部の学生のような、英語があまり

好きでなく、得意としないものに、英語学習を楽し
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く、自主的に学ばせるためには、 EnglishHeroのよ

うなツールは有益であることがわかった。

6. 協働学習

（株） SCSKが提供する BeeDanceは、 iPadを活用

した協働学習を支援するシステムで、ActiveLearning 

には大変役立つ仕組みである。まず、教材ランチャ

ーで教員があらかじめ準備した文書、音声、映像な

どのデジタル教材を学習者の iPad端末に配布できる。

その後、授業の双方向化や学習の協働化を目指した

レスポンスでリアルタイムに理解度を確認すること

ができ、イメージボードでリアルタイムにイメージ

共有、 Webコンテンツでマッシュアップすることが

可能である。簡易型の CALLシステムとしてすでに

利用している大学もあると聞く 。東京電機大学情報

環境学部では、 2015年度からこのシステムを導入し、

協働学習の発展に取り組む予定である。

GoogleのホームベージのURLを選択してくださ
ぃ．

戸
I ~-Jf#匹．匹.co.I ]

I・ 硲 1匹 -5678 I 

I ...::...J 
四釈問願0

日本の政治について、

OWEATYUIO PG  

A S O F G H J K l 畑

OZXCYB N M!!-

... • - ml . 
固 11 記述解答問題の例

学生に 5択式までの選択肢問題（図 10)や、記述

式問題（因 11)、アンケートを一斉配信し、 学生が

選択・記述で回答する。リアルタイムに集計 ・プロ

ジェクターヘ投影することができ、その場で学生の

理解度を把握することができる。小テストやクイ

ズ・アンケートの集計にも利用できる。

イメージボード システム零生02

が)(-tLirPヤ

~ ►ク
遍具を切り讐え

. . ● , lid這清す

・ 色を変える．．． 記 保存

図 12 イメージボードを利用した解答例

イメージボード（図 12)では、 学生にイメージ問

題を一斉配信し、 学生が手書きで回答する。教員は

回答状況をリアルタイムにモニターできる（図 13)。

個々の学生の回答に書き込みも可能である。教員が

選択した回答をプロジェクターで表示しクラスで共

有することもできる。また、教員端末から回答の添

削、生徒画面のモニタリング、選択した学生画面を

プロジェクターに表示したり、選択した学生の画面

をロックすることもできる。

固 13各学生の回答を確認、プロジェクターで投影
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7. AFPWAAを利用した E-Learning教材

2012年 1月に AFPWorld News Report (Shishido, 

Allen & Takahashi, 2012)が、 2014年 1月には AFP

World News Report 2 (Shishido, Allen & Takahashi, 

2014)が（株）成美堂より出版された。クリエイティ

ブ・リンク（株）が提供する AFPWorld Academic 

Archive (AFP WAA)のニュース映像を利用した英語

学習用の総合教材である。ディスカッションを中心

とした協働学習に役立つ教材である。また、ニュー

ス映像を DVDで教科書に付属するだけでなく、

iPhone用アプリも提供し、 学生がいつでもどこでも

ニュース映像を見ることができるようにエ夫した。

AFPWAAのニュース映像を素材として、（株）成美

堂が提供する携帯端末用E-LearningシステムLingua

Portaを利用し、映像、音声、文字を利用したマルチ

メディアの英語学習用練習問超を作成することが可

能であり、自律学習用教材としても有益である。

8. Skypeを利用した遠隔地にいる教師との対面・

個別学習と E-Learning

現在、明治大学国際総合研究所内文明とマネジメ

ント研究所において、 ITを活用した社会連携型教育

プログラムの開発が行われている。その一環として

英語教育分科会を立ち上げ、 ITを活用した英語学習

の応用が試されている。QQEnglish社の提供するフ

ィリヒ ン゚人講師との Skypeを通じた対面・個別英会

話練習に加え、各学習者が選択した単語学習、TOEIC

演習などの E-Learning教材を組み合わせ、夏休み中

のおよそ 50日間で、英語習熟度にどのような変化が

見られるか実証実験を行っている。私も共同研究者

の一人として参加させていただき、今後の英語教育

の変革に新たな提案がなされるような結果が得られ

るか、見守っている。実験終了後、有益な報告がで

きるであろうことを期待していただきたい。

9. おわりに

ここで紹介したほかにも、自律学習や協働学習に

役立つシステム、ツールは多数存在するであろう。

また、日本オープンオンライン教育推進協議会

(JMOOCS)のように国内の一流大学の講義を無料で

オンライン受講できるような仕組みも作られている。

ICT分野での次のキーワードである「反転授業」へ

の利用の期待も高まるであろう。技術の進歩に伴い

ICTを利用 した学習は今後ますます多様化してくこ

とが予想される。P.F.ドラッカーが述べているよう

に、私たちは 「今後技術が教育を通じて文明を変え

る。その大転換の渦中にいる」のであろう。システ

ムやディバイスを選択し、有益なツールやアプリを

巧みに組み合わせて利用していく、教師の能力がま

すます問われる時代が来ているようだ。
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